
介
護
保
険
事
業
を
維
持
す
る
た
め
、
基
本
報
酬
単
価
の
引
き
上
げ
を
国
に
求
め
る
意
見
書(

案)
 

  

我
が
国
で
は
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
は
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や
自
宅
で
生

活
を
継
続
し
た
い
と
い
う
市
民
ニ
ー
ズ
は
極
め
て
高
く
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

２
年
前
に
は
、
介
護
報
酬
が
１
．
５
９
パ
ー
セ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
改
定
で
あ
り
な
が
ら
、
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
は
下
げ
ら
れ
、
ま
た
、
近
年
の
物

価
高
騰
、
人
件
費
上
昇
や
最
低
賃
金
の
見
直
し
、
燃
料
費
高
騰
、
介
護
人
材
不
足
等
に
よ
り
、
介
護
保
険
事
業
の
経
営
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。 

 
 

 
 

 

と
り
わ
け
地
方
都
市
に
お
い
て
は
、
利
用
者
数
の
減
少
や
移
動
距
離
の
長
さ
な
ど
地
域
特
性
に
よ
る
負
担
も
大
き
く
、
多
く
の
介
護
保
険
事
業
が
事
業

継
続
の
危
機
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。 

令
和
６
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
お
い
て
は
、
一
部
サ
ー
ビ
ス
で
基
本
報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
場
で
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
事
業
継
続

が
困
難
で
あ
る
」
と
の
切
実
な
声
が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
仮
に
在
宅
系
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
縮
小
・
撤
退
が
進
め
ば
、
高
齢
者
が
地
域
で
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
介
護
離
職
の
増
加
や
医
療
・
施
設
介
護
へ
の
負
担
増
加
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

令
和
８
年
度
に
は
介
護
職
員
に
対
し
加
算
と
い
う
形
で
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
事
業
所
に
は
単
価
、
収
入
と
し
て
入
ら
ず
、
し
か
し
、
最
低

賃
金
の
改
定
等
も
あ
り
、
職
員
に
対
し
給
与
も
上
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
事
業
所
の
持
ち
出
し
が
増
え
ま
し
た
。 

地
域
を
支
え
る
介
護
保
険
事
業
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
と
事
業
所
経
営
の
安
定
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
国

に
よ
る
基
本
報
酬
単
価
の
引
き
上
げ
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
左
記
の
事
項
の
実
現
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
に
も
と
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

 

記 



 
一
、
介
護
保
険
事
業
の
経
営
維
持
と
人
材
確
保
を
図
る
た
め
、
介
護
保
険
制
度
の
基
本
報
酬
単
価
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。 

 

二
、
物
価
高
騰
、
人
件
費
上
昇
、
地
域
特
性
等
を
適
切
に
反
映
し
た
介
護
報
酬
単
価
を
見
直
す
こ
と
。 

 

三
、
当
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
、
地
方
に
お
け
る
介
護
保
険
事
業
の
安
定
と
事
業
維
持
支
援
策
を
拡
充
す
る
こ
と
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

  

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日 

 

相
馬
市
議
会
議
長 

杉
本 

智
美 

 

内
閣
総
理
大
臣 

厚
生
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臣 
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務
大
臣 

様 


